
金子社長発言は誠に遺憾！
国交省がＪＲ東海に反省を促す
『ＮＯ！リニア』№１１５号でもお伝えしましたが、第１回中央新幹線静

岡工区有識者会議におけるＪＲ東海金子社長の発言に対し、流域市町の首長、

県知事、利水団体が国土交通省へ抗議文と金子社長への適切な対処を求める

要請が提出されました。

金子社長は４月２７日の会議で「南アルプスの環境が重要であるからと

いって、あまりに高い要求を課して、それが達成できなければ、中央新幹

線の着工も認められないというのは、法律の趣旨に反する扱いなのではな

いか」などと発言しました。何と高飛車・傲慢な発言でしょうか。まるで

「ＪＲ東海が法だ」と言わんばかりです。

要請に対して国交省は「ＪＲ東海には反省を促すとともに、会議が円滑に

進むように会議の趣旨を踏まえ説明責任者として真摯な対応を」とＪＲ東海

を指導しました。工事を認可した国交省までもが、ＪＲ東海の態度を看過出

来ないと判断したのです。（国交省ＨＰも参照して下さい）

これに対しＪＲ東海は「会議が円滑に進むように真摯に対応していく」と

コメントしています。この「真摯に対応していく」というフレーズは何度聞

いたことでしょうか！工事を円滑に進めたいのであれば工事認可時の「地元

住民等への丁寧な説明を通じた地域の理解と協力を得ること」という太田大

臣（当時）の言葉を思い起こし、猛省するべきです。

会議の性格を無視するな！
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